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第７回泉崎村地域創生・人口減少対策委員会 議事録 

１ 日時 

平成２９年７月１４日（金） １５時３０分～１７時１０分 

 

２ 出席者 

（委 員）小林勝衛委員長、小林利安委員、堀信幸委員、佐藤歌子委員、山田睦子委員、 

澤田誓委員、瀬尾英三委員、安藤正則委員、古川雄二委員、飯沢賢一委員、 

野﨑靖之委員、長久保重行委員、小林成吉委員 

（泉崎村）村長、副村長、教育長（以下事務局） 

総務課長、総務課企画財政グル－プ長、総務課企画財政グル－プ主任主査 

総務課企画財政グル－プ主事 

 

３ 議題 

（１）地方創生拠点整備交付金の施設整備計画（泉崎６次産業館）について 

（２）地方創生加速化交付金（泉崎村魅力発見発信事業）の実施状況について 

（３）泉崎村まち・ひと・しごと創生総合戦略の各施策の実施状況について 

（４）その他 

 

４ 決定事項・確認事項 

（１）議題（1）について、施設整備計画（泉崎６次産業館）を事務局から報告。 

（２）議題（2）について、事務局から効果検証の報告を受け評価を決定。 

（３）議題（3）について、事務局から効果検証の報告を受け評価を決定。 

（４）その他について、今後の日程について事務局から報告。 

 

５ 発言者名、発言者ごとの発言内容 

以下のとおり 
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第７回泉崎村地域創生・人口減少対策委員会         （平成２９年７月１４日） 

 

司会（総務課企画財

政グル－プ長） 

 

 

 

 

 

久保木村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－開式－ 

本日は、ご多忙のところ、第７回泉崎村地域創生・人口減少対策

委員会にお集まりいただきありがとうございます。私、本日の進行

役を務めさせていただきます総務課企画財政グループ長の緑川でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

はじめに泉崎村長久保木正大よりご挨拶申し上げます。 

 

－村長あいさつ－ 

皆さん、今日はお忙しい中、第７回泉崎村地域創生・人口減少対

策委員会にご出席をいただきましてありがとうございます。 

本日は、平成 28年度に行った事業の検証ということですが、本村

においても、子育て環境の整備を、今、行っているところであり、

低価格な住宅の提供もその一環であります。 

経済的にも大変な時期である若者を呼び込む施策ということで行

っていますが、安くなってどういう影響があるのかということにな

りますと、これは多ければ経済が活性化して可能だということで、

具体的にどれくらい損失があるのかというと正直分からない部分も

私はあるのですが、しかし、基本はやはり個別の具体例だけで賃貸

住宅を安くしたり、あるいはその他の施策、子育て支援や色々考え

ています。 

そのことだけで、若者を含めたですね、地域の方々が魅力を感じ

るかということでございます。やはり生活の利便性ということだけ

で考えますと、正直やっぱり、街場には敵わないですね。 

前にもお話したかもしれませんが、白河の奥さん方に電話したと

きに泉崎は自然も豊かだし、最低限の施設もいっぱいありますねと、

コンビにもあるし、スーパーもあるし色々し、それ全て白河市には

ありますから、近くに大型店も全て揃っていますからと、そのとお

りだなと、それだけでは、やはり街場には勝てないのだなと思いま

したね。 

それにまして、色々な魅力作り、そんなことを考えての人口減少

対策というのが、視点なのかなと思っていますけれど、以前に子育

て支援の件で、今までも少しずつ財政が許す限り改善してまいりま

した。今年度も保育所などを二人目から無料にしようということで

スタートをいたしました。そのようなことで、あるいはランドセル

を無料化して、そのようなことで魅力を感じたりするかなと、具体

的には色々と考えております。 

これからもですね、色々と小さい子どもばかりでなくて、小学校、



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あるいは中学校の子ども達に対しても、やはりご家庭の負担が大変

だというお話も議会も含めて色々とでてきます。 

そんなところをいかに行政としてバックアップできるか、その結

果、魅力を持っていただく、そのようなことも考えていかなければ

行けないと思っています。 

例えば、給食費を本当は全額と言いたいのですが、少なくとも半

減できるような、そのようなことを全額ですと４、５千万かかると

いうことですが、仮にそれを半分にしましょうということになれば、

2千万代で可能だということで、決して財政的な負担が村の状況から

して、厳しいかというと、決してそうではないだろうと、他のとこ

ろを上手く効率化をしていくことによって可能だろうということも

視野に入っております。 

その辺を含めて人口減少対策委員会、そして議会、そして私ども

執行者を含めてしっかりと考えて行ければなと。そして地域は色々

なところへの配慮が泉崎村にはあるというところに持って行きたい

なと思っています。 

今日も有意義な委員会になることを心から祈念いたしまして、御

礼の挨拶といたします。今日はご苦労様です。 

 

続きまして、小林委員長よりご挨拶を頂戴いたします。 

 

－委員長あいさつ－ 

改めまして、こんにちは。大変暑い中、皆様にご参集いただきま

したこと、誠にありがとうございます。 

昨年の１２月１４日に行われました第６回の委員会において、総

合戦略の中に盛り込まれている事業の中間報告を行ったところであ

ります。本日の委員会は、国の地方創生の交付金の対象事業につい

て、評価及び検証することが義務付けられていることからお集まり

いただきました。 

本日、評価して頂く施策、事業についても、待ったなしの状況で

進めていく必要があると認識しております。 

この後担当から説明させていただきますが、単に評価していただ

くのではなく、様々な面から委員の皆様のご意見を頂戴して、現在

行われている泉崎村の施策についても見直す必要もあると考えてお

ります。 

従いまして、本日は皆様方それぞれのお立場で忌憚のないご意見、

ご指摘など賜りますようお願い申し上げまして、簡単ではございま

すがご挨拶とさせていただきます。 
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司会 

 

 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林利安委員 

 

司会 

 

堀委員 

 

司会 

 

小林委員長 

 

司会 

 

 

佐藤委員 

 

司会 

 

山田委員 

 

司会 

 

澤田委員 

なお、先ほど村長からのお話のなかにもございましたが、委員会

終了後に意見交換会という形で一献、用意されているということで

ございますので、その辺も合わせて、よろしくお願い申し上げます。 

 

ありがとうございました。 

 

－委員の紹介－ 

議題に入る前に、今回、人事異動等に伴い、3名の委員の交代があ

りましたので、改めて委員の皆様を再度、ご紹介をさせていただき

たいと思います。 

こちらから所属とお名前をお呼びさせていただきます。 

委員の名簿につきましては、お配りしておりますのでご確認のほ

ど、よろしくお願いします。 

秋山錠剤 株式会社 福島工場長 小林利安様。新任でございま

す。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

株式会社 朝日ラバー 管理本部業務グループ部長 堀信幸様。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

泉崎村農業委員会 会長 小林勝衛様。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

福島県農業総合センター農業短期大学校 研修部長 佐藤歌子

様。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

泉崎村教育員会 教育長職務代理者 山田睦子様。 

 

はい、よろしくお願いいたします。 

 

株式会社 東邦銀行 白河支店 支店長 澤田誓様 

 

よろしくお願いいたします。 
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司会 

 

瀬尾委員 

 

司会 

 

安藤委員 

 

司会 

 

古川委員 

 

司会 

 

飯沢委員 

 

司会 

 

 

野﨑委員 

 

司会 

 

長久保委員 

 

司会 

 

小林成吉 

 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢みなみ農業協同組合 泉崎支店長 瀬尾英三様 

 

はい、よろしくお願いいたします。 

 

認定農業者会 会長 安藤政則様 

 

よろしくお願いいたします。 

 

福島民報社 白河支社長 古川雄二様 

 

はい、古川です。よろしくお願いいたします。 

 

福島民友新聞社 白河支社長 飯沢賢一様 

 

はい、よろしくお願いいたします。 

 

なお、11番の三村成子様は本日、所用により欠席されております。 

泉崎村商工会 会長 野﨑靖之様 

 

はい、よろしくお願いいたします。 

 

泉崎村民生児童委員協議会 会長 長久保重行様。 

 

はい、よろしくお願いいたします。 

 

泉崎村消防団 団長 小林成吉様。 

 

はい、よろしくお願いいたします。 

 

以上 14名の方です。大変お世話になります。 

なお、村執行部でございますが、先ほどご挨拶をしました村長 久

保木正大、副村長の岡部文雄なのですが、公務のため出張しており

ますので、4時半くらいに到着予定となっております。教育長 杉田

久美子。 

事務局でございますが、今回 4 月の異動によりまして、総務課長

がかわりまして、新たに総務課長の星雅之。同じく企画財政グルー

プで主任主査 松山富継。同じく主事 熊田有真。私、グループ長
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司会 

 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の緑川利昭です。よろしくお願いいたします。お世話になります。 

 

－議事－ 

続きまして、早速、次第の議事に移りたいと思います。 

ここからの進行は小林委員長にお願いしたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

只今、紹介をいただきましたとおり、進行役ということでおおせ

つかりましたので、私、小林が座長ということで進めて行きたいと

思います。 

本日は総合戦略に掲げる全てを評価することになっておりますの

で、時間が多少かかるとは思いますが、円滑な進行にご協力いただ

きますようによろしくお願いいたします。 

それでは、早速ではございますが、案件に入らせていただきます。 

次第の５議事の（１）泉崎６次産業館について、事務局から説明

をお願いします。 

 

それでは、資料１についてご説明申し上げます。資料 1 をご覧い

ただきたいと思います。 

昨年 12月の会議におきまして、ご説明をさせていただきました拠

点施設整備交付金事業、こちらはいわゆる直売所を含む 6 次化複合

施設に係る補助金でございますが、お蔭様で国の事業採択となりま

して、平成 29年度中に完成を目指し現在進めているところでござい

ます。 

この資料１につきましては、国に申請した計画書になっておりま

す。中身をざっとご紹介いたします。 

まず施設整備計画の名称ということで、（１）のところですが、今

回は泉崎村の魅力ある農業と未来に向けた農業拠点整備プロジェク

トと題しまして計画を作りました。 

次の３の（２）のところに施設の所有者等というところがありま

して、そこに金額が入っております。交付対象事業費ということで、

今回、国の方に認められた金額としましては、1億 1千万ということ

になります。これが事業費になります。 

で、これの 2分の 1、5千 500万につきましては、国の交付金にな

ります。 

で、残りの 50％、5 千 500 万につきましては、村の起債という形

になりますが、その 5千 500万の 50％が地方交付税の措置がされる

という形になるものですから、最終的には、75％、8 千 250 万の補
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助事業という形になります。 

次に 2ページをお開きください。2ページのところに施設の名称が

出てまいりました。施設の名称につきましては、泉崎 6 次産業館と

なります。 

場所は、4号国道の泉崎から 4号線に入ったところを右手、郡山方

面に曲がったすぐのところなのですが、もともと、ここは直売所用

地として村の方で購入してあった土地でございます。住所は山崎 33

番地 22となります。 

ここにですね。今回施設を建設するということで、6月 27日に起

工式を行いました。 

で、3ページを見ていただきますと、施設整備の内容が書いてあり

ますが、こちらの 1 枚の用紙、追加で皆様にお渡ししてあります。

こちらが施設のレイアウトになっております。これを見ていただき

ますと、直売所販売コーナー、食堂、調理場、加工場、事務室、ト

イレといったものを中に備えた形で、今回建設をするということで、

始まっているところでございます。 

この整備内容につきましては、4ページまで続くかたちになるので

すが、国の交付金の事情がございまして、トイレとか駐車場とかい

ったものが、基本的に効果促進事業という形で、今回、整理をさせ

ていただいております。 

この施設が出来上がった後にどうするかということで、5ページの

方に施設の利活用方策という形で、タイトルがあります。 

今回、これは 6 次産業館ということで、直売所だけではなく、新

たな試作品を作って特産品を開発するとか、そういったものを念頭

に入れながらの施設建設となりまして、今回、国の方には、この真

ん中ほどに、実施予定事業が 5項目、村から挙げてあります。 

一つ目は村内農産物の販売をまず行い、更にはこの施設でインタ

ーネットを活用しながらＰＲと販売を行っていく。更に 3 つ目とし

て特産品を開発するために試作、研究を行って、そういったものの

販売も行う。更には 4 つ目として学校給食センター、福祉部門とい

ったところに食材を提供しながら、運営をして行く。更に 5 つ目と

して、結い協定を結んでおります南会津町あるいは、職員の派遣の

ありました長野県の下條村といったところの特産品を取り扱うこと

によりまして、相互交流を図って行くと、そういった複数の事業を

展開しながら、この 6 次産業館の運営を進めていくという形で国へ

申請をして認められたという形になります。 

今の中身は 6 ページまで続いていますが、更に 7 ページを見てい

ただきますと、今回の拠点施設整備につきましては、地方創生の事
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小林委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

小林委員長 

 

事務局 

 

小林委員長 

 

 

事務局 

 

 

小林委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

村長 

 

業の一環でございますということで、これの評価を皆様にお願いを、

次年度以降にお願いをするという形になります。 

今回、村の方で設定をしました評価の材料なのですが、まず 6 次

産業館全体の販売収益が１つ、二つ目として、6次産業館における雇

用人数です。更には有機栽培に関わる農業就労人口。こちらの 3 点

について次年度以降評価をしていただくという形になりますので、

新たな評価項目の追加になります。 

内容については以上でございますが、ご質問等があればお受けい

たしたいと思います。 

 

ただ今、事務局から６次産業館について説明があったわけですが、

皆さんから、何か気がついた点とかございましたら、承りたいと思

います。 

そばコーナーのそばはどこで食べるの。そばコーナーと食堂が離

れているようだけど。そばを食べる人はどこで食べるの。 

 

食堂です。ひとつの建物の中ですので移動はすぐに出来ると思い

ます。 

 

そばはのびてしまわないの。 

 

そういった距離ではないので、大丈夫だと思います。 

 

例えばこぶしの里のようにそばコーナーのすぐ脇に食べるところ

があるのだけれども。これだとちょっと離れているようだから。 

 

このそば打ちは、打っているところを直に見てもらうものを想定

したものでございます。 

 

あくまでも、食券は食堂で買うの。 

 

そうです。隣に厨房がございますので、基本的にはそこで作って、

そば打ちは見ていただくものです。そこで打ったものを厨房で調理

しまして、すぐ隣の食堂に行く形になります。 

前室と書いてあるのは職員の通用口となります。 

 

グループ長、この補助をいただくにあたって申請の内容に沿って 2

年か 3 年、報告義務があると聞いたけれどそういう義務があるので
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

小林委員長 

 

事務局 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

村長 

すか。 

 

ございます。先ほど最後に委員の皆様に評価をしていただくとい

う形で説明をいたしましたが、基本的にこれは平成 28年度の国の事

業になりますので、28年度から 5年間、国に報告する形になります。 

28年度は当然、０となります。29年度に建物を建てて、何か動き

があればそれを評価していただく。で、30 年度から売り上げとかが

出てきますので、それを更に評価していただく形になりまして、国

へは 5年間報告義務があるという形になります。 

 

今、矢吹でも直売所が一つオープンしたのですね。いやさかのそ

ばに。それと 4 号線の大信の交差点のあたりに建物が出来たのです

ね。平成さんが富士山みたいなのを作っていた向かい。聞くところ

によるとあれも直売所らしいです。 

６次館のなかで、地産地消ということで給食センターにも地元の

ものを提供するというものが載っていますが、農家の皆さんが一生

懸命作った作物を、地元の施設が消化していない。 

私は疑問に思っていたのですが、先日、財務担当に申し上げたの

ですが、今、皆さんが使っている施設、カントリーヴィレッジ。カ

ントリーヴィレッジにはこれだけの宿泊客があって、村から年間

1600 万という委託をですね。出していますよね。 

これだけの施設で地場ものは使っているのですか。 

 

先ほど、資料をいただきましたが、何割かは使っている状況です。

業者の数で言いますと、料理については 6 社ですね。村の業者が入

っているという形になります。 

 

村内 6社というけれども、物によるでしょう。 

 

申し訳ございません。仕入先の名前しか資料にありません。 

 

泊り客が安心して泊まれるということは、村が関わっているから

ね。公共の宿。宿泊客に人気のある原因になっていると思う。 

そうすると、泉崎村で採れたものを提供していただきたいと思い

ます。 

産業担当とよく相談して使ってもらえるようにしてください。 

 

お米も含めて農産物、野菜等はどの程度地元のものを使っている
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事務局 

 

 

村長 

 

事務局 

 

小林委員長 

 

事務局 

 

村長 

 

 

事務局 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

という資料になっているの。 

 

これは仕入先の名前だけになっています。割合とかは入っていま

せん。 

 

例えばどこですか。 

 

魚政さん、ノーベルさん、べジータファームさんとか、ナマズも

入っています。こころんも入っています。Ｋショップさんといった

ところです。 

 

今、聞いている範囲では、べジータファームくらいじゃないの農

産物は。 

 

料理に出される範囲ではそうですね。一応、料理に出される者の

一覧になっています。 

 

お米については、まったく入っていないの。 

 

お米については、木炭工房さんになっています。 

 

木炭工房でお米をやっているの。 

 

はい。 

 

それは地元に支店だか営業所があるだけで、米は作っていないの

では。 

 

先ほど、資料をいただいたばかりのものですから、中身を整理し

まして、担当課と調整をさせていただきたいと思います。 

 

べジータファームは大野さんのところでしょ。大野さんのところ

はミツバでしょ。ミツバといったら薬味だけだよ。 

米だって認定農業者の会長さんもいるのに、米は全量使ってもら

うようにしないとね。 

 

資料をいただきましたので、調整をさせていただきたいと思いま

す。 
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はっきり言って、困るよ。来年から補助金を打ち切るよ。 

 

確かにカントリーヴィレッジには、指定管理委託として 1,650 万

を村の方から支出させていただいていますので、担当課と調整をさ

せていただきます。 

 

堂々と玄関のところに当館のご飯は地元泉崎産ですと張り紙を出

してＰＲしないと困りますよ。 

 

分かりました。 

 

すみません。余談になりました。申し訳ございません。皆さんか

ら。 

 

（意見なし） 

 

それでは、6次産業館については、皆さんからご意見がないようで

すので、次に議事の（２）泉崎村魅力発見発信事業の実施状況につ

いてですが、先に資料等について、事務局から説明を受けた後、評

価方法と進め方について、ご意見を頂戴したいと思います。 

それでは、事務局の方からの説明をお願いします。 

 

それでは（２）地方創生加速化交付金、泉崎村魅力発見発信事業

についてご説明いたします。 

資料 2をご覧ください。泉崎村魅力発見発信事業につきましては、

泉崎村のシンボルであります烏峠の魅力を再発見するための自然学

習会やオリエンテーリングなどの指導者の養成、後は、泉崎駅の東

口の整備を図り利用者の増加と村観光資源の活用や人の流れ誘客を

図るため、駅東口周辺の整備計画を策定する事業となっています。 

今後は、生活の場として泉崎村が選択をされるように住まいの確

保や交通利便性の向上を図っていきます。 

また、村の観光資源の魅力向上に努め多様な情報発信を進めて行

くということで、28 年度に事業を実施しまして、国の方からいただ

きました交付金が 3,600万円になります。 

決算につきましては大体 3,780 万程、総事業費で実施しまして、

事業全体では 4 つの事業がございまして、交付金を充当する事業経

費として、4つに分かれているのですが、まず、烏峠を中心として取
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組に 1,850 万円、泉崎周辺整備に係る取組について 1,000 万円、移

住定住賃貸住宅斡旋に関する取組について 350 万円、ＰＲビデオ・

パンフレット作成に関する取組について 400 万円、大きく分けて 4

つ事業を実施しました。 

それでは、まず最初に一つ目の烏峠を中心とした各種の取組につ

いてご説明いたします。 

烏峠を中心とした各種の取組の決算額は、20,566,063 円になりま

す。 

事業の概要としましては、1 ページの一番下のところに移りまし

て、各施設の連携に向けた基本計画の策定に 350 万円、講師謝金及

び案内人の育成につきまして 150 万円、遊歩道の環境整備にかける

費用としまして 1,050 万円、伝承芸能発表会の開催経費としまして

300万円という計画でした。 

次のページ、2ページに移りまして、上の段、具体的な取組実施に

なりますけれども、各施設の連携に向けた基本計画の作成について

きましては、泉崎村土地利用計画業務委託を行いまして、土地利用

全体構想、中心地区、駅を中心とした中心地区まちづくりの方針、

駅東地区の土地利用計画を作成しました。 

講師謝金案内人の育成につきましては、案内人の育成については、

講師を呼んで樹木の名称等を学ぶ講習会を 9月 13日に開催しており

ます。 

自然観察会につきましては、7回ほど開催しております。 

次の遊歩道環境整備費用につきましては、烏峠の遊歩道ですね。

烏峠を安全に散策できるように自然観察が出来るように環境整備を

行いました。 

伝統芸能発表につきましては、発表会自体は開催できなかったの

ですが、梅和歌念仏踊りの衣装ですとか、烏峠保存会の衣装を作成

しまして、その衣装を用いまして各種イベントで出演者が着用いた

しました。 

前のページに戻っていただくのですが、中段あたりに目標事項、

進捗状況というところがありまして、目標事項が 3 つ設定されてお

ります。 

ＫＰＩにつきましては、本来は１つでよかったのですが、2つ書い

てあるのは、単年度行う場合は 1 つでよくて、複数あるのは右側の

方の 1 番上のやつですと、単年度で実施した場合は 2 回、複数年度

で実施する場合は 5回というふうに設定をしております。 

31 年度の終了時点で、一番上の烏峠案内人の養成研修開催件数に

なりますと 5回を目標に設定しております。 



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 年度につきましては、1 回開催したということで、5 回に対し

て達成率は 20％、次の段の魅力発信に係るイベント開催につきまし

ては、自然観察回を 7 回開催したということで、5 回に対して 7 回

ということなので達成率 140％、次の段の村伝統芸能継承者数（団

体数）なのですが、こちらは 2 団体と変更がないため、達成率は５

０％ということになっています。 

その達成率について、評価をしたのが、また 2 ページにいきまし

て、28年度の評価ということで、Ｂ評価。 

 

松山君、これだけで終わってしまう。時間がなくって。もう少し

簡潔に、要所を、委員の皆さん、資料に全部目を通しているから。 

 

はい、分かりました。 

担当課の評価としてはＢ評価になっています。 

各施設連携に向けた基本計画作成につきましては、泉崎駅駅前広

場を有する地区の基本計画の作成をいたしました。講師謝金案内人

育成につきましては、烏峠の魅力を発見することにより来訪者数が

増えました。遊歩道の整備につきましては計画通り実施しました。

伝統芸能発表会につきましては、実施できませんでした。 

29 年度の取組については、村内だけでなく村外の人にもＰＲでき

るイベントを開催したいと考えています。 

とりあえず烏峠を中心とした取組についての説明は以上です。 

 

全部やっちゃって。 

 

はい。次は 3 ページに移りまして、個別事業名としては泉崎駅周

辺整備に係る取組といたしまして、決算額が 10,594,800 円になりま

す。ＫＰＩは直接関連するものは設定されておりませんでした。 

計画としましては、駅周辺の整備計画を策定するということで計

画を立てていました。 

具体的な取組としましては、泉崎駅の東西を結ぶ自由通路の基本

設計を実施いたしました。 

次のページに移りまして、担当課の評価としましてはＢ評価です。

Ｂ評価はほぼ目標どおり進捗しており、継続して事業を推進すると

いうことになっております。 

越線橋の案を 4 案作成しまして、その案について詳細検討しまし

て、29 年度、今年度はＪＲ東日本さんと自由通路越線橋整備のため

の協議を行っています。 
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小林委員長 

それでは、次のページに移りまして、5ページになります。個別事

業名としては、移住者限定賃貸住宅斡旋に関する取組です。決算額

が 2,157,583 円です。 

こちらＫＰＩのところ、数値と達成率の記載が洩れていまして、

大変申し訳ございませんでした。27年度、28年度のところに数値が

０、両方０ですね。達成率も０％と記入をお願いいたします。 

田舎暮らし体験プロジェクトの参加者数、世帯数ということだっ

たのですが、田舎暮らし体験プロジェクトが実施できませんでした

ので、達成率が０になっております。 

事業の計画としましては、若者の定住、若い世代の定住者を増や

すための譲渡型賃貸住宅のＰＲ活動を行うということでした。 

具体的な取組としまして、一番下の実施のところで、定住促進住

宅のチラシを作成しまして、新聞折込などで配布をしました。 

後は天王台ニュータウンのポスターを作製し駅に掲示をしまし

た。後は田舎暮らしの本に広告を掲載しました。それと E-村民を対

象としてそば打ち交流会や餅つき大会を行いました。 

次のページに移りまして、担当課の評価としてはＢ評価です。 

定住促進住宅につきましては、申し込みが多数ありまして、28 年

度は 2組の家族が泉崎村に移住しております。 

29 年度における取組としましては、田舎暮らし体験や村民との交

流会を実施し移住者を増やしたいと考えております。 

次のページ、最後になります。個別事業の 4 番、ＰＲビデオ及び

パンフレットの作成に係る取組としましては、決算額が 4,571,640

円です。事業の計画としましては、村をＰＲするビデオ作成とあと

はパンフレットを作成したいということでした。 

実施したのは、泉崎村をＰＲするための動画、10 分間のものと 2

分間のものを作成しました。パンフレットは皆さんのところにお配

りしてあるものを 3,500部作成しました。 

担当課の評価としましてはＢ評価になっております。2分間の動画

につきましては、現在村のホームページで公開しております。泉崎

村へようこそ分譲地のご案内というところをクリックしていただけ

るとご覧になれるようになっております。 

29 年度の取組としましては、天王台ニュータウンですとかをＰＲ

するためのイベントでこのビデオを上映したいと考えております。

パンフレットはその際に配布したいと考えております。 

参考として、この 2分間の動画をご覧いただければと思います。 

 

只今、事務局から説明がございましたが、烏峠、拠点整備、賃貸
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小林委員長 

 

事務局 

 

村長 

 

事務局 

 

村長 

 

事務局 

 

住宅、それから村のＰＲと一挙に説明を受けましたので、ＰＲのビ

デオをご覧いただいてから、皆さんからご意見をいただきたいと思

います。 

 

（動画を上映） 

 

それでは、資料 2 につきまして、烏峠、駅整備、賃貸住宅、ＰＲ

動画の説明をしていただきました。皆さんからお気づきの点がござ

いましたなら。 

 

このビデオを製作するのにいくら掛かったの。 

 

動画の作成につきましては、3,193,000 円になります。 

 

このビデオを作るのに。 

 

はい。 

 

10分ものと 2分ものがあるの。 

 

はい、そうです。 

 

両方合わせて 330万。 

 

319万です。 

 

両方合わせて。 

 

両方合わせてです。 

 

今のは、どっちなの。 

 

2分です。 

 

ほかに 10分のが、あるの。 

 

村長に確認をいただいたものが 10分のものになります。 
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これはどういうときにＰＲするの。 

 

10 分のものにつきましては、天王台ニュータウンのＰＲのイベン

トの際に上映をしていただく、で、2分のものにつきましては、今現

在、村のホームページで公開しておりますので、そちらでご覧いた

だけるようになっています。 

 

10 分のものに入っているの。介護施設が多くありますよとか、例

えば診療所を含めて、病院がありますよとか、あるいは教育施設が

充実していますよ、みたいな中身が全部入っているの。 

 

全部、10 分のものに入っています。ご確認をいただいた中身にな

っております。 

 

その辺が 2分の中には濃縮されていないなと感じたんだけど。 

 

5分の１になっていますから、その辺はちょっと。 

 

10分のビデオの中にはランドセルの無料、それから 18歳医療費、

保育所の第２子以降無料化、幼稚園の無料化、それら全部入ってい

るのか。10分の中には。 

 

そこまで細かいところまでは入っていないです。色々な施設の紹

介をしていますので、なかなかそういったところまでは。 

あと、パンフレットには色々な奨励金もあるのですが、こういっ

たところを改正しながら、新たなものが、良いものができれば、そ

れを追加して、作ることは可能かと思います。 

 

18 歳までの医療費無料化、それから幼稚園の完全無料化、そして

ランドセルの無料提供といったものをＰＲして、若い夫婦の方はそ

ういうところが魅力なのですよ。 

現在、人口減少化、減少化といいますけれど、子どもが少ない。

子どもが少ないので、子どもの教育費にかかる金額が莫大なの、一

人にかかるのが。 

だから、子どもにかかる費用がそういうように村が多大なる負担

をしているということＰＲすると若い方たちは、そこを魅力だと思

うのね。 
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皆様にお配りしているパンフレット。この部分に奨励金等、色々

書いてあるのですが、これを作ったときには、幼稚園の無料化の関

係がまだ実施されていなかったものですから、次回以降にそれは反

映させるという形になります。 

なお、18 歳以下の医療費の自己負担助成というのは、ここに謳っ

てあります。 

 

皆さんの方からはどうですか。 

はい、山田さん。 

 

このパンフレットはどこに行ったらいただけるというか、あるの

ですか。 

 

役場の中ですと役場事業課産業グループが配付をしているのです

が、それ以外の場所に常時置いてあるという場所は特にないです。 

 

役場に入るともらえるのではなくて、役場では１箇所なの。 

 

実際これですね。パンフレットにしては小さいですよね。これは

お母さん方がバックに入る手ごろな大きさということでこれにした

のですね。主にＰＲ活動の時に配るという形でつくってあるのです

が、村内いたるところでこういったものが手に入るようにしていき

たいと思います。 

 

大きさは、私は個人的にはいい大きさだと思います。私、今日の

会があるので、偶々新婚さんがうちの仕事場にいて、その方たちの

話をちょっと聞いて、委員長さんがおっしゃったように若い人が定

住するのに泉崎をどうやって選んでくれるのかなってというところ

が、すごく気になったので、一つの資料として、お話ができればと

思って聞いてみたのですけど。 

30 代前半の旦那さんと 20 代後半の奥さんで結婚して１年になる

のですけど、石川出身と須賀川出身で全然、住んでいるところが西

郷村。 

なんで西郷村にしたのですかと、同じ村なので、何で西郷村にし

たのかなと聞いたら、知人からの勧めで、お誘いがあったというこ

とで、住みやすいから来てみたら良いでしょうということがあって、

ご兄弟もいるようなので、仕事場に行くのにも支障がない範囲だっ

たので西郷村に住むようにしたということだったです。 
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泉崎の印象もちょっと聞いてみたのですけれど、じゃあ、何で泉

崎は選ぶ対象に入れてもらえなかったのかって聞いたら、何かメリ

ットを感じなかったとおっしゃいました。泉崎に住むというメリッ

トを感じなかった。で、これにつながるのには、やっぱりこれから

お子さんをもうけられると思うのですけれど、医療費の部分とか、

泉崎は幼稚園の保育料が無料だったりするのよって話しをしたら全

然知らなかった。それは魅力の一つですねとおっしゃっていました。 

こういうものがせっかく出来ていたのなら、役場中に置いておい

て、役場に行く人というのは限られていますよね。村民だって本当

に用事がなければなかなか役場に行かないですよね。もうちょっと、

せっかく作ったのなら発信源の広がりを考えていかれたら。すごく

良く集約されていてもったいないかなと思いました。 

 

この泉崎ストーリーは１冊いくら位掛かるの。 

 

パンフレットの作成費用につきましては、概ね 130 万円掛かって

いまして、3,500部刷ったので、単価にすると、1冊 370円ほどにな

ってしまいます。 

 

え。 

 

370円。 

 

これが。 

 

これは作る版代が高い。この後、例えば 5,000 部増刷するとか、

そういったところになると。 

 

分かった。初回だからデザインとかで高い。 

 

色々なものがあって高い。これをまた 5,000部増刷になると。 

 

１万部増刷すると 1冊 100円位に。 

 

もっと安くなると思います。これは最初のものなので、色々な経

費が入っております。それを全部含めた形になります。 

あと、今ご意見をいただいたところがありましたので、早速、役

場だけではなく、色々なところに置くような形をとりたいと思いま



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

あと、ＳＮＳですか。そういったもののご意見もいただいていま

したので、こういったものを色々なところに載せながら、更には幼

稚園の無料化とか、後で追加になった部分もございますので、そう

いったものを取り入れながら、極力、発信できるような体制をとり

たいと思います。ありがとうございました。 

 

村長さん、泉崎駅の片面、東口に関して何かございますか。 

 

29 年度、今年度からですね。スタートしようということで、今、

設計中でありますけれど、ＪＲの敷地の中については、全てＪＲの

指示とおりに、そして、発注そのものもＪＲでやるということは曲

げられないということで、ましてや、建設資金も相当なもので、そ

れは、ＪＲの、早い話が言いなりの金額になっている感じなのです

が、それ以外の進入道路、200ｍくらいのが、まだ農道になっている

ものですから、そこは 29年度で、舗装は除いて、きれいに仕上げよ

うということで予算化をしております。 

後は、ターミナルと言いますか、広場ですね。東側の。広場につ

いても随時、後で予算化して、そこの部分も。これはみんな村の資

金でやりますけれども、そこを整備しようということで、道路の次

にそこを考えています。 

同時並行して、その敷地の中の計画を、ほとんど基本設計は出来

ているのですが、また再度詰めの設計をやらなければいけないとＪ

Ｒの方で言ってきているものですから、また、何千万か、掛かるよ

うなのですが、それを同時並行してなるべく早く両側から、乗り入

れが可能な状況にしたいなと思っています。 

今のところ私どもとしては 5 億くらいを想定しいたのですが、何

か向こうで言っている金額は、2割り増しのような話しがあるので、

それは交渉しなくてはいけないなと。大体越線橋ですね、上がって

降りるだけの、鉄骨系ですよね。幅もせいぜい 2メートル 50位の。

あれだけで 4億近い話しをするのですね。何でそんなに掛かるのだ。

危険の度合いもあるとか、避けながらやらなければいけないとか、

何か色々と理由があるようなのですが、それでも向こうの方針に従

わなければならないのかなと思っていますけれど。 

いずれにしても、村の土地はやらせていただき、ここへのアクセ

ス、かなり良くなりますし、烏峠、あるいは公共施設の幼稚園を含

めた、あるいは役場、東口の方に来ているものですから、両方均衡

が取れるように計画を進めたいということで、スタートは切ってお
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小林委員長 

 

教育長 

 

小林委員長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

事務局 

 

小林委員長 

 

 

 

事務局 

 

村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

り、なるべく早く完成にもって行きたいなと思っています。 

 

ありがとうございます。 

 

よろしいですか。 

 

はい、教育長。 

 

話が戻って、越線橋の話とはちょっと違うのですけれども、先ほ

どのこれについて、付け加えてよろしいでしょうか。 

この表紙、すごく素敵だなと思いまして、これの大きい横のポス

ターを作って新白河駅に貼ってもらって、下にポケット作ってこれ

を何部か入れておくみたいな、目を引くと思うのですけれど、どう

でしょう。キャッチフレーズもいいですよね。そういうのはいかが

でしょうか。 

 

これ、アングルの説明はどこにあるの。烏峠から望むとかさ。 

 

本当ですね。入っていなかったですね。 

 

見ている人は分からないよ、これ。今はドローンというのがある

からね。そういうことも考えないと。村のシンボル烏峠から望むと

か。 

 

はい、わかりました。 

 

これは増刷とかこれから考えていくときに、中身を少し修正して

もらって、この中には施設関係、福祉関係の、私は村内に介護施設

が 3つもあると、今、作っていますから、3つもある市町村、6千人

7千人規模の町村ではまずないと思っています。 

そうすると今度できる 30床の施設については、村民優先となって

いますから、これは 10月ごろに出来る予定です。 

そんなことを含めて、福祉の分野でＰＲできると思うのね。その

辺は大きいと思うのですよ。 

入ってきた人は何か魅力を感じて来ているので、ただ、そのスペ

ースが割き過ぎかなと。 

 

分かりました。新たな分の追加等を検討しながら進めて行きたい
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村長 

 

 

古川委員 

 

村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

村長 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

村長 

と思います。 

後、先ほど教育長さんからお話しのありましたポスターの件なの

ですが、土地販売促進課の方で、ＪＲとかの駅にポスターを貼った

りしているみたいなので、可能かどうか確認をしながら進めていき

たいなと思います。 

 

それから 18歳まで医療費が無料というやつ。民報さん、民友さん、

福島県全体が 18歳になっているのですか。 

 

なっていると思います。 

 

それは原発の関係で県のバックアップがあるのですよね。ただ、

村の場合は、その前からスタートしたのですよ。18 歳をやろうと議

会の承認をいただいて。 

だから、これからも県で、原発問題が仮に終わった、補助金が来

ないとなっても、継続する話ですから、他所とはちょっと違うので

すから。他所は県を通して、放射能対策で 18歳未満無料化になって

いるのですよね。それとは全然違うのですよね。最初からそういう

姿勢で、やっていますので、分かって貰いたいなと。 

 

それとやっぱり、子供のこともね。子供を増やす施策も必要だけ

れども、泉崎村に住むと老後のことも心配ないのだということ。 

村長が言うように、ケアハウス、南東北、地域密着型、しっかり

とＰＲしたほうが良いと思うよ。老後ね。私たちも大体足を突っこ

んできたのですけれども、やっぱり安心して、高齢者も暮らせるの

だということをＰＲして。 

 

そうですね。改訂版の方で。 

 

南東北は何十床くらいあるのですか。介護施設のベット数は。70

か 80 くらいあるでしょう。80 で、ケアハウスの太田川のところは

50床、そうすると 150以上 160位、将来、村内にあるのですね。 

やっぱり安心感があるのかなと私は思いますけどね。ですから、

子供からお年寄りまで。 

 

村長さん。賃貸住宅のことについて。 

 

賃貸住宅もシリーズで一昨年から始めているのですが、これ、毎
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小林委員長 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回、公開抽選で、8組から 9組の方々が参加しているのですね。 

どうしてもそこに当選したいという思いで、みんな参加するので

すが、それには対応しきれていないので、今年ですね、もう 1 棟、

今、設計で、間もなく工事発注できるのですが、この３万９千円と

いう魅力があるものですから、20 年過ぎたら自分のものにどうぞと

いうことなので、ローンで買えるようなものなのですね。 

色々な金融機関みたいに何の制限もないものですから、非常に魅

力を感じているということで、この傾向が続いた場合に、今、議会

の皆さんにも言われているのですが、今、天王台ニュータウンを中

心に空き地を活用しながらやっているのですね。 

向こう側、第二小学校区域も考えてと議会での要望があるもので

すから、そちらの地域もいいなという思いをして、多分、今年の動

きを見て、また、真剣に考えて議会に提案したいなと思っています。 

今のところ、好評をいただいているなと思います。２人子供を条

件にしているし、ご夫婦健在ということですから、間違いなく、一

つの建物で４人増えるというわけですから、人口減少対策に、子供

を含めてですから、いいのかなと思っています。 

 

皆さんから他にございませんか。 

今、資料２に関しまして、烏峠、駅整備、賃貸、それからＰＲ動

画について一気に説明を受けましたが、皆様のご意見がなければ、

自己評価のままでよろしいですか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、議事の（３）泉崎村まち・ひと・しごと創生総合戦略

の各施策の実施状況について、ですが、評価の進め方について、私

の方から提案したいと思います。 

これから、１つの１つの事業について評価する訳でございますが、

時間的なこともございますので、基本的には、資料を事前にお読み

頂いているという前提のもと、個別の事業については、事務局から

補足説明が必要なものだけを説明して頂くということにしたいと思

います。 

そして、評価方法でございますが、村の自己評価に対して、特に

皆さまのご意見がない場合、委員会としては自己評価どおりとさせ

て頂きます。 

また、村の自己評価と異なる評価をする場合には、委員会として、

その判断理由のコメントを付したいと思います。 
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小林委員長 
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以上のような評価の仕方をさせて頂いても、よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、事務局の方からの説明をお願いします。 

 

はい。それでは（３）泉崎村まち・ひと・しごと創生総合戦略の

各施策の実施状況について説明いたします。 

説明する資料ですが、資料３と資料４になります。資料３は資料

４をまとめて一覧表にしたものになっております。資料３のところ

で、Ａ評価となったものが４つあります。Ｂ評価となったものが１

８個、Ｃ評価となったのが 16個、Ｄ評価となったのが５つ、Ｅ評価

となったのが１つあります。 

Ｄ評価となりましたのが、９番、中ほどにあります高度化資金等

の助成制度の促進事業、次のページ２ページに移りまして、19 番に

ありますＵターン者等の奨学金減免事業、続きまして、26 番にあり

ます泉崎村の特産品を活かした食育推進事業、次のページに移りま

して 32番に新たな活動団体の創出事業、下の方に行きまして 41番、

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護への優遇措置制度の検

討、42 番が救急医療体制の維持及び充実についてはＥ評価になって

います。 

Ｅ評価というのは、目標値又は事業自体を抜本的に見直しを要す

るという評価になっておりまして、資料４の方の 42ページをご覧く

ださい。 

42 ページの事業名として救急医療体制の維持及び充実、事業の概

要としましては、広域的医療機関との役割分担や連携強化に向けた

支援を行い、医療の充実に努めますということで、目標事項として、

広域的医療機関との連携事業数として１つの事業をやりましょうと

いうことだったのですが、実施していないということで達成率が

０％となっていまして、担当課の評価がＥ評価、一番最低の評価に

なっております。 

村としましては、白河地方広域圏の方に負担金という形で救急医

療体制の維持や医師確保のための負担金を拠出しておるのですが、

村独自の事業を実施していなかったということでＥ評価になってお

ります。 

今後は村独自というのはなかなか厳しいので、広域圏で連携して

体制の充実を図っていきますということでＥ評価になっておりま

す。 
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小林委員長 

 

 

 

 

副村長 

簡単ではありますが、以上で説明を終わります。 

 

皆様から、ご意見をいただきたいと思いますが、せっかくの機会

ですから、教育長、資料３の一番頭にあるように、基礎学力推進事

業がありますね。教育委員会としては特にどういうことをしている

かお話していただけますか。 

 

それでは、基礎学力推進事業、担当課はＢ評価になっているので

すけれども、これは、該当するのは多分、プチスクールという土曜

学習塾を評価してくださっていると思うのですが、プチスクールに

ついては、４年ほど前から始まっているのですが、28 年度について

は、受講する生徒が、中学生は減少しなかったのですが、小学生が

多少減少していました。 

例えば５年生、６年生、合わせてですね。27、８名で、以前は 40

名の定員のところほぼ、37、８名いたのですけれども、昨年度は 27、

８名と受講生が少なくなっています。 

それはやはり４年目を迎えて、少しマンネリ化しているなという

ことが原因だったと思います。 

それで 29年度、今年に関しては、そこをもう少し、受講する子供

たちのニーズに合わせたものにしようとして、２コースを用意して

現在実施しています。 

２コースというのはどういうコースかというと、寺子屋コースと

いいまして、和室で、長テーブルで 15、６人を個別指導にあたる。 

もう一つのコースは下で、こういうテーブルで机と椅子で学習す

るのは、発展コースといいまして、教科書よりもちょっと難しめの

学習に取り組む。そしてまた、最後には数検、英検にも挑戦すると

いうその２コースを設定したことによりまして、今年 29年度は 37、

８名と受講生が増えています。 

ということで、評価の方法ですか、とってもいいと思います。こ

れを見て事業についての改善を図っていこうという気になります。

そのようなところです。 

 

ありがとうございます。 

それからスポーツによる地域振興、副村長、前にも聞いたことあ

るのですけれど、この陸上競技場の汚染土はどのようになっていま

すか。 

 

陸上競技場の除染の廃棄物の処理については、今まで千何百体、
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小林委員長 

 

 

 

 

村長 

 

 

 

小林委員長 

 

副村長 

 

 

 

 

小林委員長 

 

 

 

堀委員 

 

小林委員長 

 

堀委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

運んだのですけれども、今年、また、続けて行って、来年度、30 年

度には必ず終わるという約束で今、計画しています。引き続き、今

回は休みということではなく、引き続き年度を跨いで運ぶというこ

とで、考えています。 

 

あそこを整備して、陸上ではなくサッカー場として、そうすると

合宿する都会の人たちがいると思うのね、するとここも活性化にな

る。 

早く汚染土を片付けてもらってね。使えるようにね。 

 

中の芝生はまた新しくなりますから、その時に陸上で使うという

よりもサッカー場にして、刈り込んで管理をしていけば、そういう

用途に十分耐ええる気がしますね。 

 

ここも活性化するし、ナマズも有名になると思うね。 

 

今までも陸上競技場の中についてはサッカー、使っていましたか

らね。 

あれを一回、全部運んでしまって、元に戻して、それからサッカ

ーも出来るという状態に。 

 

企業さんから見ると村の魅力ってどうですかね。 

例えば、お茶飲み話しに従業員の皆さんがこういう話をしていた

とかありませんか。 

 

泉崎村についてですか。 

 

はい、泉崎村について。 

 

自分のことを言ってあれなのですけれども、私は埼玉なのです。

夫婦で埼玉なのです。で、こっちの工場に転勤になってといった時

に、先ほどもお話しがありましたけれども、従業員からやっぱりど

の街が住みやすいかと話を聞いて、私は鏡石なのですけれども、や

っぱり、学校だとか病院だとか、スーパーだとか駅だったりとか、

そういったところで選んでいるのですけれども、で、うちの会社は

矢吹、白河、泉崎は大体８割９割なのですけれども、郡山からも一

部来ているのですけれども、なかなかやはり、先ほど言ったところ

が生活の主なので、このストーリーの部分の、例えば空港であった
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りとか、泉崎村だけの企業ではなくて、この辺の近隣の企業さんに

これを置いていただく、そういったことも重要じゃないかなと思い

ます。 

 

秋山錠剤の工場長さん、何か村に関して。 

 

私はまだ５月 15日に着任したので、この街の状況が分かっていな

いので、すみませんけれども。 

 

澤田さん、どうですか。 

 

はい、私も実は４月に相馬支店の方から白河支店に来まして。 

相馬の時にも、新地町さんと相馬市さんと同じようなプロジェク

トに参加をさせていただきまして、色々各市町村で色々あるのだな

と思いながら拝見をしていました。 

今、堀さんからも話がございましたけども、企業立地で色々とあ

って、町でも村でも力を入れているかと思うのですが、なかなか、

やはり我々男世帯は来るのですけれども、なかなか家族を連れて来

られないというのが実はあって。 

段階的言えば、交流人口を増やすという意味では非常に大事なこ

となので、企業立地するということは、非常に重要なことなのです。 

その次にそこに定住をするためにはどうするのかというと、これ

は相馬市で話題になったのですが、結局のところ、女性陣と子供な

のですね。奥さんと子供。１番気にするところはどこかというと、

実は教育という話しがございました。 

今先ほど、教育長の話をお聞きしていまして、寺子屋的なお子さ

んに対する教育をやっているというのは、新知町さんでも相馬市さ

んでも取り組んでいらっしゃって、非常にすばらしいなと思いまし

た。 

実は相馬市辺りでも誘致企業さんは相当ありまして、残念ながら、

同じ県境のところでいくと、進出企業さんはどこに住もうかという

とほとんどは宮城県です。 

一つは原発の問題もあるのですが、残念ながらそれ以上に、長く

住んだ場合に、地元の教育レベルを見たときに福島県の相双地区よ

りは宮城県だよね。というところで、具体的に出してしまうとＩＨ

Ｉさんなんかは２千人くらいいらっしゃいますが、３割以上は宮城

県から通っています。そういう状態です。 

ですからやはり、企業の立地をして、奥様子供となった場合、地
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事務局 

 

小林委員長 

 

 

 

安藤委員 

 

 

村長 

 

安藤委員 

 

元の教育レベルを上げていくことが非常に大事なことなので、今、

泉崎さんで取り組んでいらっしゃるそういう制度もっと訴求をして

いいのかなというふうに思います。 

後はよく我々の銀行のホームページでも、企業さんが来る際にバ

ナー広告でポンと飛ばして町のところになるのですけれど、先ほど

ビデオなどを拝見して、ここに冊子なんかもありまして、何に使う

のかというところの目的をしっかり持たないと、これとビデオで５

００万位掛かっていらっしゃるということですから、教育長さんが

おっしゃったとおり、各企業さん置いてもらって、泉崎村の伝えと

か、あるいは我々銀行のＡＴＭコーナーとか、そういったところに

置かせていただいて、利用していただく、そういう何か、村の役場

に置いておいても、なかなか、村の方が中心になって、そういった

ところを工夫しながら取り組んでいかれたらいいのかなというふう

に思います。 

後、村の施設、私も恥ずかしながら初めて来まして、すばらしい

ので、やはり泉崎村さんって、もっと訴求をして、情宣活動して、

やっていただければ、これだけのすばらしい施設、これだけの自然

というのは、実は私、来て感心をして、お隣の西郷村さんにも全然

負けないくらいなのかなと思いますので、そこは情宣活動のありか

たも少し、媒体って何を使って行くのかも考えていかないと、なか

なか活用されないのかと感じています。 

 

ありがとうございます。事務局、参考にしていただきたいと思い

ます。 

 

ありがとうございました。 

 

ちょっと前に戻りますが、認定会長さん、６次館、今度、10 月頃

完成するようですけれども、何か６次館に関していいアイデアがあ

りますかね。農産物についてですね。 

 

思いつきで話しをしますと、遊休農地に雑草とか生えていますけ

れど、山羊を放牧しまして、山羊の乳を活用すると。 

 

どこかの国で山羊の乳からつくるチーズは有名らしいね。 

 

草がなくなりますので。原野に山羊を放しますと、目的は農地の

復活で、不可能ではないのかなと。 
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村長 
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有給農地は増やしたくないし、山羊は飼いたいし。 

 

長久保さん、何かございますか。 

 

山羊の話がでたのですが、村長さんも山羊のチーズはすばらしい

と。今、泉崎村の酪農家が何軒かありますよね。皆その方たちは、

組合に牛乳を納めているだけなのですね。自分で何かを加工してい

るという部分はないのですか。 

そうした時に、酪農家の人たちは自分の経営が精一杯で加工には

まわらない。そういう時に 6 次館が出来たなら、そこに加工施設を

作って、酪農家でなくとも加工に携わる人ができれば、それは泉崎

でしか味わえないチーズとか、あるいは、ヨーグルトとかは可能で

すよね。 

原料は余るほど、加工する以上に余るほどある訳ですから、そう

いうなかで、安藤さんが言ったように、山羊もちょっと飼ってみた

い、山羊の乳でチーズを作って独特のものができるということで、

ただ、それ以外の農産物を加工、そういうものと絡めながら乳製品

を加工するのであれば、米とは反するのですが、麦類なんかも作っ

てみて、パンを作って、食堂で、チーズでパンを食べるとか、ある

いはヨーグルトで食べるとか、ということは以外と簡単に出来るよ

うな気がします。 

ただ、酪農家はチーズを作る施設がなかなか、そこまでは自分で

は手が回らないということだと思います。 

 

それを作ってみたいという思いはありますかね。ぜひ、あれば、

行政のバックアップの下で、せっかくの機会だから特産品でやって

みたいですよね。 

 

酪農家の話を聞くと今のＥＵとの協定、あるいはＴＰＰの、でき

る国だけで提携するかという話しの中で、経営に対する不安を抱え

ているのですね。そういうときに加工して、本業での目減りを加工

で補うということ。 

 

分けて納品してもらう、乳を、それは可能なのかね。どうなので

すか。 

 

うちの直売所では、農業短大のジャージー牛を使っています。納
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入する際は酪農組合さんを通して、うち事務の方から取りに行って

います。酪農組合さんを通せば、問題ない。 

 

そうですか。やはり地場のものだと、原料がですね。それは違う

意味の発信が出来ますね。 

 

ただ、搬送するのには冷凍する必要があります。 

 

他にご意見ございませんか。 

 

（意見なし） 

 

それでは、評価は自己評価のままで、結構でございますか。よろ

しいですか。 

 

（異議なし） 

 

以上で全事業の評価をさせて頂きました。全体を通じて、改めて、

お気づきの点や、ご意見はありませんか。 

 

（意見なし） 

 

それでは、本日の評価の結果につきましては、事務局で、一覧に

まとめて頂き、後日送付いたしますので、ご確認をお願いいたしま

す。 

次に（４）その他について、事務局から説明をお願いします。 

 

委員の皆さま、ありがとうございました。 

今後の予定につきましては、本日、各委員の皆様からいただいた

各事業に対する評価やご意見を踏まえ、事務局の方で、まとめさせ

ていただき、各委員の皆様へ送付したいと考えております。 

まとめた結果につきましては、国や議会へ報告する資料にしたい

と考えております。 

なお、国の交付金の事業報告で、事業評価について別途、開催す

る必要のある指示があった場合など、皆さまのご意見をいただいた

方がいいということになれば、またご連絡させていただくこともあ

るかも知れませんので、その際にはよろしくお願いします。 

以上でございます。 
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それでは、今の事務局からの説明に対して、何かご意見・ご質問

等はございませんか。 

 

（意見なし） 

 

ほか、何かご質問等がなければ、本日、予定しておりました議事

については、すべて終了とさせて頂きます。 

皆様から大変貴重なご意見をいただきまして、心より御礼を申し

上げます。長時間にわたりご審議ありがとうございました。 

 

－閉会－ 

小林委員長、本当にありがとうございました。本日は、ご意見、

ご質問を含め、ご提案など頂きまして、誠にありがとうございまし

た。 

いただきましたご意見等につきましては、担当課と調整をさせて

頂きまして、よりよい方向に進めていきたいと考えています。今後

ともよろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、第７回泉崎村地域創生・人口減少対策委員会

を終了とさせて頂きます。 

本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 


